
「パパは工事現場でどんなお仕事をしている
の？」6 歳の息子からのストレートな質問に私は
一瞬，言葉に詰まった。

私は「建設ディレクター」として工事書類を作
成したり，三次元モデルを作ったり，現場技術者
と協働して工事の進行を支援する仕事をしてい
る。しかし，その仕事をどう伝えていいのかが，
分からなかった。

建設業界に入職して 4 年が経つ。以前は鉄鋼 
メーカーで勤務をしていた私は，BIM/CIM モデ
ルを作成する CAD オペレーターの仕事に魅力を
感じ，未経験のままコロナ禍真っ只中で転職を決
意した。最初は右も左も分からず，毎日が手探り
だった。それでも，三次元モデルを使った業務
は，工事の内容を“見える化”できる特性があり，
現場技術者とのコミュニケーションは取りやすか
った。また，未経験だったからこそ「知らない人
の目線」で，工事の目的や重要性をわかりやすく
伝えることができたと思う。

この業界に入ってから，何人もの仲間が去って
いく背中を見送ってきた。担い手不足や厳しい労
働環境など，業界が抱える課題は少なくない。そ
れでも私はこの仕事が好きだ。だからこそ，もっ
と多くの人に建設業の魅力を伝えていきたいと考
えるようになった。

入社からちょうど 1 年が経つ頃，私は国土交通
省が掲げる，デジタル技術を活用して工事の効率
化を図る「インフラ分野の DX」の考えに共感し，

「DX 推進部を立ち上げたい」と会社に提案した。
当時，業界経験の浅い私に対し，周囲の反応は冷
ややかだったが，社長だけは「やってみましょう」
と背中を押してくれた。

部を立ち上げてからは，工事の生産性向上に加
えて，地域や子どもたちに工事の面白さを伝える
ことに力を入れた。作成した CIM モデルを活用
して，普段一般の方が入れない現場をバーチャル
で再現し，VR ゴーグルをつけて体験してもらっ
たり，夜のイベント会場では重機にイルミネーシ
ョンを飾りつけて展示したり，近隣の保育園や小
学校と一緒にクリスマスイベントも開催した。現
場やイベントに来てくれた子どもたちが「工事現
場っておもしろいね！」「また遊びに来てもい
い？」と目を輝かせてくれた瞬間，私はこの取り
組みの意義を確信した。

建設業は，何よりも「チームでつくる仕事」だ。
施工管理，測量士，建設技能者，重機オペレーター，
そして私のような建設ディレクター。それぞれが
専門性を活かし，朝から日が暮れるまで一つの目
標に向かってひた走る。そして完成した工事は「工
事成績評定点」という形で評価され，良かった点
も悪かった点も工事期間のすべての努力がフィー
ドバックとして返ってくる。どれだけ優秀なホー
ムランバッターがいても，チームにキャッチャー
もピッチャーもいなければ，試合には勝てない。
現場で共に働くそれぞれの分野のスペシャリスト
が力を出し合い，多様な技術と情熱が集まり，一
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つの「ものづくり」が形になっていく。この「チ
ームでつくる力」に私は心から魅力を感じている。

最近では，建設業に興味はあるが，現場での作
業に不安を感じている人も多い。だからこそ，

「自分にもできるかもしれない」という新たなキ
ャリアの選択肢として，建設産業の多様な関わり
方を発信していきたい。年齢や性別，経験の有無
に関係なく，「やってみたい」という情熱があれ
ば，誰だって活躍できる場がここにはある。

ある日，現場から直行して作業着のまま保育園
に息子を迎えに行ったことがあった。普段の私
は，他のお父さんたちに合わせてパリッとしたワ
イシャツを着ていたのだが，その日は園児たちが

「すごい！工事現場の人だ！」と集まってきた。
息子は誇らしげに私の隣に立っていた。汗臭く，
お世辞にも綺麗とは言えない作業着の姿が，子ど
もたちの目には輝いて見えていたのだ。その時，
私は気づいた。大人が思う「かっこいい」と，子
どもたちが思う「かっこいい」は違うんだと。そ
の日から，私は作業着のまま保育園に迎えにいく
ことをためらわなくなった。

野球選手やパティシエ，警察官，看護師。子ど
もたちの「将来なりたい職業」にはさまざまな夢
が並ぶ。しかしその中に工事現場で働く仕事の名
前はほとんど登場しない。なぜなら，これらの仕
事にまだ統一された魅力的な呼び名が存在しない
からだと私は考えている。だから私はあえて「こ

うじげんばのひと」と呼びたい。大人が思う，か
っこいい呼び名ではないかもしれない。それで
も，子どもたちは自然とそう呼び，憧れの眼差し
を向けてくれている。

私は，未来を担う子どもたちの「将来なりたい
職業」に，「こうじげんばのひと」が当り前に並
ぶような時代をつくりたい。建設業には，誰かの
暮らしを支え，未来をつくる力がある。その素晴
らしさを，幼い頃から子どもたちに伝えていきた
い。将来の担い手は，今，目の前で遊んでいる子
どもたちなのだから。

私はこれからも「こうじげんばのひと」として，
建設業の魅力を伝え続けていく。
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